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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年9月25日(2014.9.25)

【公表番号】特表2013-538262(P2013-538262A)
【公表日】平成25年10月10日(2013.10.10)
【年通号数】公開・登録公報2013-056
【出願番号】特願2013-523376(P2013-523376)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 220/22     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  33/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  31/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  27/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  33/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ 220/22    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  33/16    　　　　
   Ａ６１Ｌ  31/00    　　　Ｃ
   Ａ６１Ｌ  31/00    　　　Ｐ
   Ａ６１Ｌ  27/00    　　　Ｗ
   Ａ６１Ｌ  27/00    　　　Ｙ
   Ａ６１Ｌ  27/00    　　　Ｆ
   Ａ６１Ｌ  33/00    　　　Ｃ
   Ａ６１Ｌ  33/00    　　　Ｐ

【手続補正書】
【提出日】平成26年8月5日(2014.8.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　架橋されたネットワークを含むポリマー組成物であって、
　前記ネットワークが、
ａ）下式
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【化１】

を有する第１の反復単位
（式中、Ｒ１は、置換又は非置換のＣ２～Ｃ３６アルキレン、Ｃ２～Ｃ３６シクロアルキ
レン、Ｃ２～Ｃ３６アルケニレン、Ｃ２～Ｃ３６シクロアルケニレン、Ｃ２～Ｃ３６アル
キニレン、Ｃ５～Ｃ３６アリーレン、又はＣ５～Ｃ３６ヘテロアリーレンであり、
　　Ｌ１は、－（ＣＨ２）ｎ－、－（ＨＣＣＨ）ｎ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－Ｓ
Ｏ２－、－ＳＯ３－、－ＯＳＯ２－、－ＮＲ２－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、
－ＯＣＯＯ－、－ＣＯＮＲ３－、－ＮＲ４ＣＯ－、－ＯＣＯＮＲ５－、－ＮＲ６ＣＯＯ－
、又は－ＮＲ７ＣＯＮＲ８－であり、
　　Ａｒ１は、少なくとも３個のヨウ素原子を有するヨウ素化されたＣ５～Ｃ３０アリー
ル、又は少なくとも３個のヨウ素原子を有するヨウ素化されたＣ５～Ｃ３０ヘテロアリー
ルであり、
　　Ｒ２～Ｒ８のそれぞれは、独立に水素又はＣ１～Ｃ１０アルキルであり、
　　ｎは、１～１０の範囲より選択される整数である）と、
ｂ）下式
【化２】

を有する第２の反復単位
（式中、Ｒ９は、オリゴマーのポリカーボネートである）と
を含む、ポリマー組成物。
【請求項２】
　Ｒ１が、Ｃ２～Ｃ６アルキレン又は－ＣＨ２ＣＨ２ＳＣＨ２ＣＨ２－である、請求項１
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に記載のポリマー組成物。
【請求項３】
　Ａｒ１が、ヨウ素原子の数が３～５で、アリール環に直接連結したヨウ素原子を有する
Ｃ６アリールである、請求項１に記載のポリマー組成物。
【請求項４】
　Ｌ１が、エステル又はアミドである、請求項１～３のいずれか一項に記載のポリマー組
成物。
【請求項５】
　前記オリゴマーのカーボネートが、ポリ（Ｃ２～Ｃ３６カーボネート）である、請求項
１～４のいずれか一項に記載のポリマー組成物。
【請求項６】
　前記オリゴマーのカーボネートの反復単位が、
【化３】

（式中、Ｒ１１は、Ｃ３～Ｃ２０アルキレンである）
である、請求項１～４のいずれか一項に記載のポリマー組成物。
【請求項７】
　前記反復単位の数が１～５０である、請求項６に記載のポリマー組成物。
【請求項８】
　前記ネットワークが、スチレン、アクリルアミド、又はメタクリルアミド基を含む単官
能のヨウ素化されたモノマー、に由来する反復単位をさらに有する、請求項１～７のいず
れか一項に記載のポリマー組成物。
【請求項９】
　前記ネットワークが、下式

【化４】

を有する反復単位
（式中、Ｒ１４は、置換又は非置換のＣ２～Ｃ３６アルキレン、Ｃ２～Ｃ３６シクロアル
キレン、Ｃ２～Ｃ３６アルケニレン、Ｃ２～Ｃ３６シクロアルケニレン、Ｃ２～Ｃ３６ア
ルキニレン、Ｃ５～Ｃ３６アリーレン、Ｃ５～Ｃ３６ヘテロアリーレン、オリゴマーのポ
リエステル、オリゴマーのポリウレタン、
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【化５】

、又は

【化６】

であり、
　　Ｒ１０は、Ｃ４～Ｃ２０アルキレンであり、ｎ３は、１～５０の整数であり、又は
　　Ｒ１１は、Ｃ３～Ｃ２０アルキレンであり、ｎ４は、１～５０の整数であり、
　　Ｒ１４は、Ｒ９以外である）
をさらに含む、請求項１～８のいずれか一項に記載のポリマー組成物。
【請求項１０】
　前記ポリマー組成物が、実質的に非結晶性である、請求項１～９のいずれか一項に記載
のポリマー組成物。
【請求項１１】
　前記ポリマー組成物が、形状記憶ポリマー組成物である、請求項１～１０のいずれか一
項に記載のポリマー組成物。
【請求項１２】
　モノマー混合物の重合により形成された、架橋されたネットワークを含むポリマー組成
物であって、
　前記モノマー混合物が、
ａ）一般構造

【化７】

を有する第１のモノマー
（式中、Ｒ１は、置換又は非置換のＣ２～Ｃ３６アルキレン、Ｃ２～Ｃ３６シクロアルキ
レン、Ｃ２～Ｃ３６アルケニレン、Ｃ２～Ｃ３６シクロアルケニレン、Ｃ２～Ｃ３６アル
キニレン、Ｃ５～Ｃ３６アリーレン、又はＣ５～Ｃ３６ヘテロアリーレンであり、
　　Ｌ１は、－（ＣＨ２）ｎ－、－（ＨＣＣＨ）ｎ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－Ｓ
Ｏ２－、－ＳＯ３－、－ＯＳＯ２－、－ＮＲ２－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、
－ＯＣＯＯ－、－ＣＯＮＲ３－、－ＮＲ４ＣＯ－、－ＯＣＯＮＲ５－、－ＮＲ６ＣＯＯ－



(5) JP 2013-538262 A5 2014.9.25

、又は－ＮＲ７ＣＯＮＲ８－であり、
　　Ａｒ１は、少なくとも３個のヨウ素原子を有するヨウ素化されたＣ５～Ｃ３０アリー
ル、又は少なくとも３個のヨウ素原子を有するヨウ素化されたＣ５～Ｃ３０ヘテロアリー
ルであり、
　　Ｒ２～Ｒ８のそれぞれは、独立に水素又はＣ１～Ｃ１０アルキルであり、
　　ｎは、１～１０の範囲より選択される整数である）と、
ｂ）一般構造
【化８】

を有する第２のモノマー
（式中、Ｒ９は、オリゴマーのポリカーボネートである）と
を含む、ポリマー組成物。
【請求項１３】
　Ｒ１が、Ｃ２～Ｃ６アルキレン又は－ＣＨ２ＣＨ２ＳＣＨ２ＣＨ２－である、請求項１
２に記載のポリマー組成物。
【請求項１４】
　Ａｒ１が、ヨウ素原子の数が３～５で、アリール環に直接連結したヨウ素原子を有する
Ｃ６アリールである、請求項１２に記載のポリマー組成物。
【請求項１５】
　Ｌ１が、エステル又はアミドである、請求項１２～１４のいずれか一項に記載のポリマ
ー組成物。
【請求項１６】
　前記第２のモノマーが、ポリ（Ｃ２～Ｃ３６カーボネート）ジアクリレートである、請
求項１２～１５のいずれか一項に記載のポリマー組成物。
【請求項１７】
　前記第２のモノマーの分子量が２００～２０００である、請求項１２～１６のいずれか
一項に記載のポリマー組成物。
【請求項１８】
　前記オリゴマーのカーボネートの反復単位が、

【化９】

（式中、Ｒ１１は、Ｃ３～Ｃ２０アルキレンである）
である、請求項１２～１７のいずれか一項に記載のポリマー組成物。
【請求項１９】
　前記反復単位の数が１～５０である、請求項１８に記載のポリマー組成物。
【請求項２０】
　前記モノマー混合物が、スチレン、アクリルアミド、又はメタクリルアミド基を含む単
官能のヨウ素化されたモノマー、をさらに含む、請求項１２～１９のいずれか一項に記載
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のポリマー組成物。
【請求項２１】
　前記モノマー混合物が、一般構造
【化１０】

を有する第３のモノマー
（式中、Ｒ１４は、置換又は非置換のＣ２～Ｃ３６アルキレン、Ｃ２～Ｃ３６シクロアル
キレン、Ｃ２～Ｃ３６アルケニレン、Ｃ２～Ｃ３６シクロアルケニレン、Ｃ２～Ｃ３６ア
ルキニレン、Ｃ５～Ｃ３６アリーレン、Ｃ５～Ｃ３６ヘテロアリーレン、オリゴマーのポ
リエステル、オリゴマーのポリウレタン、

【化１１】

、又は
【化１２】

であり、
　　Ｒ１０は、Ｃ４～Ｃ２０アルキレンであり、ｎ３が、１～５０の整数であり、又は
　　Ｒ１１は、Ｃ３～Ｃ２０アルキレンであり、ｎ４が、１～５０の整数であり、
　　Ｒ１４は、Ｒ９以外である）
をさらに含む、請求項１２～２０のいずれか一項に記載のポリマー組成物。
【請求項２２】
　前記第２のモノマーは、前記第３のモノマーよりも高分子量であり、前記第２のモノマ
ーの重量割合が１０～５５ｗｔ％で、前記第３のモノマーの重量割合が１～３５ｗｔ％で
ある、請求項２１に記載のポリマー組成物。
【請求項２３】
　前記ポリマー組成物が、実質的に非結晶性である、請求項１２～２２のいずれか一項に
記載のポリマー組成物。
【請求項２４】
　前記ポリマー組成物が、形状記憶ポリマー組成物である、請求項１２～２３のいずれか
一項に記載のポリマー組成物。
【請求項２５】
　架橋されたネットワークを含む記憶ポリマー組成物を製造する方法であって、
ａ）一般構造
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【化１３】

を有する第１のモノマー
（式中、Ｒ１は、置換又は非置換のＣ２～Ｃ３６アルキレン、Ｃ２～Ｃ３６シクロアルキ
レン、Ｃ２～Ｃ３６アルケニレン、Ｃ２～Ｃ３６シクロアルケニレン、Ｃ２～Ｃ３６アル
キニレン、Ｃ５～Ｃ３６アリーレン、又はＣ５～Ｃ３６ヘテロアリーレンであり、
　　Ｌ１は、－（ＣＨ２）ｎ－、－（ＨＣＣＨ）ｎ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－Ｓ
Ｏ２－、－ＳＯ３－、－ＯＳＯ２－、－ＮＲ２－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、
－ＯＣＯＯ－、－ＣＯＮＲ３－、－ＮＲ４ＣＯ－、－ＯＣＯＮＲ５－、－ＮＲ６ＣＯＯ－
、又は－ＮＲ７ＣＯＮＲ８－であり、
　　Ａｒ１は、少なくとも３個のヨウ素原子を有するヨウ素化されたＣ５～Ｃ３６アリー
ル、又は少なくとも３個のヨウ素原子を有するヨウ素化されたＣ５～Ｃ３６ヘテロアリー
ルであり、
　　Ｒ２～Ｒ８のそれぞれは、独立に水素又はＣ１～Ｃ１０アルキルであり、
　　ｎは、１～１０の範囲より選択される整数である）と、
一般構造
【化１４】

を有する第２のモノマー
（式中、Ｒ９は、オリゴマーのポリカーボネートである）と
フリーラジカル開始剤と
を含むモノマー混合物を形成するステップ、及び
ｂ）前記モノマー混合物を重合するステップ
を含む、前記方法。
【請求項２６】
　前記モノマー混合物が、実質的に均一である、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　ステップｂ）の期間中、前記モノマー混合物が、６５℃と１５０℃の間の温度に維持さ
れる、請求項２５又は２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記開始剤が、光重合開始剤である、請求項２５～２７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２９】



(8) JP 2013-538262 A5 2014.9.25

　前記開始剤が、熱重合開始剤である、請求項２５～２８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３０】
　ステップｂ）の後に硬化ステップをさらに含み、前記硬化の温度が、５０℃～１５０℃
であり、硬化時間が５秒～６０分である、請求項２５～２９のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項３１】
　Ｒ１が、Ｃ２～Ｃ６アルキレン又は－ＣＨ２ＣＨ２ＳＣＨ２ＣＨ２－である、請求項２
５～３０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３２】
　Ａｒ１が、ヨウ素原子含有基により置換された少なくとも３つの環部位を有する、ヨウ
素化されたＣ５～Ｃ３０アリール又はＣ５～Ｃ３０ヘテロアリールである、請求項２５～
３１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３３】
　Ｌ１が、エステル又はアミドである、請求項２５～３２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３４】
　前記第２のモノマーがポリ（Ｃ２～Ｃ３６カーボネート）ジアクリレートである、請求
項２５～３３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３５】
　前記第２のモノマーの分子量が２００～２０００である、請求項２５～３４のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項３６】
　前記オリゴマーのカーボネートの反復単位が、
【化１５】

（式中、Ｒ１１は、Ｃ３～Ｃ２０アルキレンである）
である、請求項２５～３５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３７】
　前記反復単位の数が１～５０である、請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　前記モノマー混合物が、スチレン、アクリルアミド、又はメタクリルアミド基を含む単
官能のヨウ素化されたモノマー、をさらに含む、請求項２５～３７のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項３９】
　前記モノマー混合物が、一般構造
【化１６】

を有する第３のモノマー、
（式中、Ｒ１４は、置換又は非置換のＣ２～Ｃ３６アルキレン、Ｃ２～Ｃ３６シクロアル
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キレン、Ｃ２～Ｃ３６アルケニレン、Ｃ２～Ｃ３６シクロアルケニレン、Ｃ２～Ｃ３６ア
ルキニレン、Ｃ５～Ｃ３６アリーレン、Ｃ５～Ｃ３６ヘテロアリーレン、オリゴマーのポ
リエステル、オリゴマーのポリウレタン、
【化１７】

、又は
【化１８】

であり、
　　Ｒ１０は、Ｃ４～Ｃ２０アルキレンであり、ｎ３は、１～５０の整数であり、又は
　　Ｒ１１は、Ｃ３～Ｃ２０アルキレンであり、ｎ４は、１～５０の整数であり、
　　Ｒ１４は、Ｒ９以外である）をさらに含む、請求項２５～３８のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項４０】
　前記第２のモノマーは、前記第３のモノマーよりも高分子量であり、前記第２のモノマ
ーの重量割合が１０～５５ｗｔ％で、前記第３のモノマーの重量割合が１～３５ｗｔ％で
ある、請求項３９に記載の方法。
【請求項４１】
　医学用途で用いられる非金属性の放射線不透過性ポリマーデバイスであって、前記デバ
イス又はデバイスフィーチャが請求項１～２４のいずれか一項に記載のポリマー組成物を
含む、前記デバイス。
【請求項４２】
　前記放射線不透過性ポリマー中のヨウ素の濃度が、少なくとも５１０ｍｇ／ｍｍ３であ
る、請求項４１に記載のデバイス。
【請求項４３】
　水の取り込みに関する前記デバイスの特性が、２４時間で１．０重量％未満である、水
性体液への曝露を含む医学的用途で用いられる、請求項４１に記載のデバイス。
【請求項４４】
　前記ポリマーが、２５℃～５０℃の間のガラス転位温度（Ｔｇ）、及び３７℃で０．１
ＭＰａ～１５ＭＰａの間のゴム弾性率を有する形状記憶ポリマーである、請求項４１に記
載のデバイス。
【請求項４５】
　前記ポリマーが、ガラス転位温度（Ｔｇ）と温度に関連づけられたｔａｎδ（損失弾性
率／貯蔵弾性率の比）曲線とを示し、前記ポリマーの最大形状変化速度が、Ｔｇよりも高
く材料のｔａｎδ値がそのピーク値の６０％以下となる温度と一致する作動環境温度（Ｔ
ｏ）で生ずる、請求項４１に記載のデバイス。
【請求項４６】
　ａ．開通した解剖学上の管腔を開通又は維持する、
　ｂ．あらゆる生理的な流体若しくは気体の流通、又は適用される治療用の流体又は気体
の流通のために、弁として部分的に、又は管腔の完全閉塞として、解剖学上の管腔を閉鎖
する、
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　ｃ．解剖学的構造を支持して臓器、血管、消化、排泄、又は気道の機能を治療して復元
する際に助けとなる、
　ｄ．解剖学的構造を支持して整形外科上、顎顔面、脊髄、関節、又はその他の骨格の機
能を治療して復元する際に助けとなる、
　ｅ．肝臓又はその他の臓器の止血のような、組織を切開又は切除した後の領域を覆うこ
と、パッチ、による止血を支援する、
機能を提供するための留置永久インプラントを目的とする、請求項４１に記載のデバイス
。
【請求項４７】
　ａ．解剖学的な場所にアクセスする、別のデバイス及び／若しくは治療薬を送達する、
又は別のデバイス及び／若しくは治療薬のアクセス又は送達を制御するためのカテーテル
、又は
　ｂ．例えば血液の塊を捕捉するためにある期間留置され、その後治療期間が完了したら
除去される、血管内に配置される大静脈フィルターのような、時限的治療ベネフィットを
提供する一時的に留置するデバイス
の機能を提供する、診断又は治療用の用具又はデバイスを目的とする、請求項４１に記載
のデバイス。
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